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犯罪の被害に遭われてお困りの方はお電話ください

１

’

ご相談をお受けした後、個人に合わせた支援プランでサポートします。

相談・支援は無料です。（－部の支援は回数の制限があります｡）

秘密は厳守します。

殺人、傷害、強盗、性犯罪等により、心身に被害を受けられた方やその家族

の方々を対象としております。

※借金、不動産トラブル等、民事上の紛争についてはお受けしておりません。
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かながわ犯罪被害者サポートステーションでは

他の支援関係機関と連携して、総合的な支援を提供します
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同じような被害に遭われた方々と体験を共有し分かち合うことで、本来持っている力を取り戻し

被 害者

、被害者の方々のニーズ、支援の必要性を把握

⑧他関係機関の支援施策も含め調整し、連携した支援を提供

サポートステーションが窓口となり支援内容を調整し

かながわ犯罪被害者サポートステーションでは次のような支援を行っています。

※財産犯(詐欺・窃盗等）による被害は除きます。

法律相談

かながわ犯罪被害者サポートステーションでは次のような支援を行っています。

原則として､殺人､傷害､強盗､性犯罪等により､心身に被害を受けられた方やその家族を対象に、

被害者支援に精通した横浜弁謹十会所属の弁護士による法律相談を実施しています。（初回のみ

無料）

Ⅱ法律相談

駕畠鶏爵駕篤難駕慧星難欝ｉ総

ﾛｶｳﾝｾﾘﾝダ

旧警察｡裁判所等への付き添い

|,蝋蓋函…………
|驚蒸藻灘鰯嚇’※犯罪被害者等給付金とは、殺人等の故意の犯罪行為により不慮の死を遂げた犯罪被害者の遺族又は重傷病

、自助グﾙー ブの紹介

(〔サポートｽﾃーｼｮﾝが窓口となり支援内容を調整します〕
、奪産■＝ー亙愈奪愈一

カウンセリング’

↑Ⅱ

犯罪により受けた精神的被害の回復のため、神奈川県臨床心理士会所属の臨床心理士等による

カウンセリングを実施します。（回数に制限あり）

『

Ｉ

警察。裁判所等への付き添い

巾

ご希望に応じて、警察、検察庁、裁判所、病院等へ支援員等が付き添います。

テラス

生落資金の貸付

弁

犯罪被害に遭ったことで生ずる、医療費などの不測の経費等について貸付を行います。

①犯罪被害者等給付金の支給対象となる被害者の方やその家族 限度額１００万厩

②①の対象とならないが故意の犯罪による被害を受けられた方やその家族限度額３０万圧

※犯罪被害者等給付金とは、殺人等の故意の犯罪行為により不慮の死を遂げた犯罪被害者の遺族又は重傷病

又は障害という重大な被害を受けた犯罪被害者の方に国から一時金として支給されるものです。

そ

自助グループの紹介

1市胴庁

ていく場である自助グループを紹介します。

床 ||福祉機関浜弁護

－ －－－

1１慣
云
示法 神奈川県臨床心理|検察庁||裁判所 他関係機士会 の他関係機関士会



ボランティア募集

県では、かながわ犯罪被害者サポートステーションが窓□になり、相談・イベント等に

たずさわってくださるボランティアの方を幅広く募集しています。

皆さんもできることから始めてみませんか！

お問い合わせ先

かながわ犯罪被害者ｻポー ﾄステーション０４５(312)１１２１内線３４３１．３４３２

「かながわ犯罪被害者サポートステーション」は、神奈川県犯罪被害者等支援条例（平

成２１年４月１日施行）に基づき開設した施設です。

犯罪被害に遭われた方やその家族の方々が、いずれの機関・団体にアクセス(相談)して

も必要な支援を途切れることなく受けることができるように、「県警察」「県」「特定非

営利活動法人神奈川被害者支援センター」の三者が常駐し、犯罪被害者の方々が必要と

する支援を、各々の専門性やノウハウを活かしながら、総合的にきめ細かく提供します。

サポートステーションに常駐している三者の紹介です

●県（安全防災局安全安心部くらし安全交通課）

弁護士による法律相談、生活資金貸付などを担当しているほか、被害者の方々の置かれた状況や支援の必要性

について理解を促進するための広報・啓発活動等も実施するとともに、他の関係機関との連絡調整を行ってい

ます。

●県警察（警務部警務課被害者支援室）

相談専門員による支援・カウンセリング、犯罪被害者等給付金手続、被害者の方々へ支援に関する情報提供等

を行っています。

●特定非営利活動法人神奈川被害者支援センター

カウンセリング、警察・裁判所等への付き添い、電話相談（＊)、自助グループの運営や育成等を行っています。

※神奈川被害者支援センターは、犯罪や事故･災害に巻き込まれた被害者やその家族･遺族の方々の「心のケア」

等のサポートをするボランティア組織で、平成１３年５月に設立されました。

※神奈川被害者支援センターでは独自の電話相談（八一トライン神奈川）も行っています。サポートステー

ション相談電話と併せてお気軽にご利用下さい。

八一ﾄﾗｲﾝ神奈川０４５(328)３７２５月~金１０時~16時
※土・日曜日、祝日、年末年始を除く



………………………･…………………･･…．．…神奈川県犯罪被害者等支援条例…………………･･………･……………………･‘
(IＩ的）２窪合的支援体訓の整銅に当たっては、市町村その他犯卯彼審将等支援に関係す
第１条この条例は､犯り11彼番苫等支援について､落水珊念を定め､並びに膿､蝶民、る擬間及び聞体と緊密に巡携し、犯卯鰐If勝報がどの擬間及びBi体を起点として
耶莱折及び民INI支授団体の資務を明らかにするとともに、犯ｿ11蝿1f什拶支援の鵬も何様に必要とする支援が受けられるよう努め愚ものとする。
本となる７１噸を定め、犯卯披害老季支援捷紫を捻合的かつ計間的に推進すること（経済的負担の軽減）
により、犯叩舷祥荷聯の受けた被害の早期の回復及び姪波を例るとともに、犯卯鋪１１条県は、犯罪被智将聯の日常生活に支隙を来ずことがないよう、犯罪等に
被秤搾ﾂを支える地域社会の形成の促進を回り、もって安心して搾らすことがで起因する維済的負担の軽減を図るために必班な施簸を諭ずるものとする。
さる県民生活の尖現に寄与することを目的とする。（弁謹土等による相談体削の充火粉
(定雄）錐１２条県は、犯罪彼客好聯が犯珊蹄に姫閃して1噸iしている法fIt問題の円満な
鮒２条この粂例において、次の各号に掲げる用鮒の憲綻は、、'i股ffり･に定めると解決を図るため、犯卯|蝉諦群支按に梢皿しているが梗士帝による州談体ﾙﾘの光
ころによる。火その他の必要な施策を誠ずるものとする。
（１）犯J|蹄犯卯及びこれに雌ずる心身に稲ifな影堺を及ぼす行為をいう。（&I術生活の支援）
（２）犯ﾘ川卿端郡犯ﾘM竿により番を被った好及びその家峡又は』n族で、リ,↓内第１３条県は、犯Ｊｌｌ披審廿聯が!lWlに)１４隠な11術ﾉk活を営むことができるよう、
に化所をｲ『すあものをいう｡描院聯への付添い､家ﾘ,ｆｊ‘児その他の１１縦l細の支扱のために必要な施簸を認
（３）犯JlI鵬I州沸支扱犯卯被害打群が､その受けた被tIfを''１１復し､又は州減し、ずるものとする。
地域社会でＷび平狸な11常生活を営むことができるようにするための)岬lをい（心身に受けた影智からのInI復）
う。第１‘1条県は、犯卯鵬Ｉｆ荷郡が犯り１１聯により心＃に奨けた影瀞から1,2期に回復で
（‘1）犯卯披榔:什郡支扱施簸県が笈施する犯罪被11f蒋群支援に1Mける施炊をいう。きるよう、心理相談その他の必典な施簸を胸ずるものとする。
（５）民'''1文慨IJI休犯Ｊｌ１被Hf荷等支援を行うことを目的とする鮎IIljの剛体をいう。（一時的な住賠の提供等）
（６）Ｍｕ蜘：ｌｌｕも、Ｗ梁肴及びこれらの者の組織する民'''１の剛体１kぴに災IHI文捜第１５条県は、犯罪等により従前の伽‘'iにﾉﾙ化することが阻誰となった犯罪被害特
剛作をいう。涼の生活の安定を回り、又は犯ｿl粧将牡郡が史なる犯邪嫌により被害を受けるこ
(無水理念〉とを防止するため､一時的な利ⅢIのための慨'}の提{Aその他の必要な施旋を講ず
鮒３条犯ﾘ川岬階聯支援は、すべての犯罪彼害考等の偶人としての瞭戴が砿んぜるものとする。
られ、その騨鮫にふきわしい処遇を保障きれる権利がijuKされ、及び犯卯彼拶好（人材の行成等）
輔が犯卯群により塊きれた日備生活を早期に回復できるよう犯卯鵬If什聯のjdル第１６条県は、犯罪彼悲肴等支援の充ｿ壁|刈るため、棚談、助占、日常生活の支
に立った適切かつきめ細かな支援が途切れることなく提供されることを行として援その他の犯罪披審析等支授を担う人材を行成するために必要な麓篭を窯ずるも
推進されなければならない。のとする。
２犯ｿ１１脚醗聯支援は、すべての県民が犯罪彼誓蕃浄を共に生きる地域社金の一２県は、犯罪被害者等が混瞳に欠ける,『肋により災なる披蒋を受けることなく、
１１として単放し、犯叩彼番巻等の瞳かれている状況についての理解を深め、及び適切な支援を受けることができるよう、行玖擬閃の職貝、民Ⅲ支捜団体その他の
犯卯披秤什聯の郷f又は生活の平障に十分配倣して、それぞれの立珊における、犯罪笠苫苫等支援に関係する剛体の黙務に従ﾘ側-る汁その他の関係者に対し、犯
発的な取組を行うことができるよう推進されなければならない。雅佼誓巻等支援に係る研修の実施その他の必喫な施雄を誹ずるものとする。
3犯ﾘ１１彼群什聯支援は､犯卯俊害者輔が技害を受けたときから１１FぴＷａな[1常生(災間支扱剛体等に対する支援)
活を櫛むことができるようになあまでの'''１において様々な支援が必喫であること鋪１７条県は、民間支援団体その他の犯肌使１１Hf聯支扱に間係する団体及び民1ｍ
を蹄畜え、県、鼎民群及びＩｌｉ町村が柵亙に述描し、及び脇〃して推巡ざれなけれ支援剛体を組織しようとする:汁が適切かつ効染的に犯卯被番荷等支援を推進でき
ばならない。るよう、助喬その他の必典な施簸を淵ずるものとする．
叫の既務）（県腿の理解の瑚進）
術４条リ,｛は、）W糸に定める蝶本理念（以下「鵬水理念」という｡）にのっとり、鮒１８条難は、隈民が犯りl職11f粁聯のW肋､れている状況及び犯卯彼審者等支援の
総合的な犯ﾘ|雌11f特線支媛施莱を簸定し、及び計両的にｿ哩施するL‘〔坊をＷする。必要性についての理解を深め、犯ﾘ|I彼11f郷iを地域社会で孤立させないよう、梢
２Ｍしは、犯り11鵬I端蝶文援施並の簸定及び実施に出たっては、ｌｌ１、他の地方公共報の提供、群発活動、教･fi§の充ﾘﾐその他の必嬰な施蛾を跡ずるものとする。
剛体及び叫蝿との述鵬及び協力に努めるものとする。（.I喋肴の理解の湘進〉
３リiLは、ＭＬ民聯による犯罪被組端等支援及び市町村が行う犯JlI彼押ｲ部支捜にIIU鋪１９条県は、リ#業荷が犯Ｊ|I彼１１締り;の股かれている状況及び犯罪被害肴等支援
する施簸を推進するため、県民季及びｌｌｉ町村に対し、｛州'1の提供、啓発i＃動、人の必要性についての理解を深め、犯卯被11織りfを支えるための職淵理境の整備改
材のﾁ戒その他の必要な支援を行うよう努めるものとする。盤その他の犯罪被害粁涼支援を批進できるよう、淵椛の提供、啓発活動その他の
叫民の災務）必要な施簸を講ずるものとする偽
鋪５条県民は、韮本理念にのっとり、犯罪被害者姉の世かれている状況及び犯罪（推進体制の整備）
被1蹄蛎支扱の必要性についての理解を深め、犯罪脚識群の端撚Ｘは生活の'１４第20条県は､県民等､市町村その他犯UlI被１１f･廿坤支撹にMU係する提凹と連携して、
鯉を沓することのないよう十分配嘩するとともに、犯罪伎秤箭等を地域社会で孤犯罪被智者等支援を推進するための体制を誰伽するものとする。
立させないよう努めるものとする。２審察署長は、その管轄区域において、肌民排、市町村その他犯罪被害者等支援
('1#染薪の武勝）に関係する隈関と連携して、，ｌｉ餓符納隠域における犯卵被譜箭彬支援を推進する
鮒６条郡栗牡は、潅本理念にのっとり、犯罪被害荷捧の低かれている状況及び犯ための体制を整備するものとする。
罪被iIfff聯支媛の必要性についての理解を深め、馴乗活動を行うに際しては、犯（地域における犯罪披答粁等支援の推進）
卯岐智将郡の鵜播又は生活の平陣を害す患ことのないよう１－分配蹴･↓･るととも鋪２１条県は、犯罪被害折辱が典なる犯り|跡により絞蒋を受けることを防止する
に、犯ﾘ'１彼好廿聯支授の推進に努めるものとする。字地域における犯罪彼需折等支扱を推進するため、地域において犯罪の発生する
(民川支慨朋休の箕務）機会を減らすための取組を批逃する民IIIlのI．】1体その他の地域に密耕した活動を行
飾７条民1111支援団体は、潅水理念にのっとり、犯罪被襟ff聯支慨にlＨ１するWLl1II的う民間の団体に対し、防犯及び犯卯波１１蹄群支援にIMIする怖報の提供その他の必
な知微及び経験を生かし、犯卯被害老等支援を推進するとともに、犯ﾘ11縦;If廿聯異な施策を講ずるものとする。
支援施餓に協力するよう努めるものとする。（緊急支援の実施）
(犯りli被11f＃1ｳ;支扱推進計耐の簸定〉鋪２２条県は、1M:内において、犯９１跡によりﾀ佃併が多数に上るﾘ＃案その他の'、
鮒８条知りIは、犯ﾘ11鵬If蒋坤支扱施簸の総合的かつ洲･WIi的な推巡をl1るため、犯大な那案が発生した場合において、１１１故'1i梁により鵬ｉｆを受けた巻及びその家族
卯彼桝什群支援に関する計画（以下「犯罪披番粁紳支扱推進計ｌｌ１ｌｉ」という‘,）をｙLけ辿族に対しiIrちに支援を行う必妥があるとＩ脇めるときは、民|Ⅲ支援団体その
定め左ければならない。他の犯罪被番粁等支援に側係するl‘】i体及びIIi町付その他犯卯被１１端群支援に関係
２犯Ｊｌｌ彼鮮打郡文扱推進計画は、吹に掲げる１１菰について定めるものと．ﾘｰる。する機関と協力して、Ｌ'職ﾘ『業に対応するための支扱の鰹勢を雑え、当該那案の
（１）犯ﾘ１１被ＩＷｆ群支援に関する総合的かつ腿jﾘ]的な１１標及び施並の方IＩｌｊ発生iI[後における愉報の提供、描院郡への付添い、ネ,li神的な不安の軽減その他の
（２）前り･に掛け'あもののほか、犯罪被害軒等支援施錐を総合的かつ柵１１W的に推進必要な緊急支援を実施するものとする。
するために必災な聯頂附則
３知ﾘ＃は、犯卯彼智祈等支援推進計画を定め、又は変災しようとするときは、県（施行期日）
民輔;及び犯卯披脊粁挙その他の関係者の意見を鞘<ために必要な猫Wtを総ずるもｌこの条例は、平成21年.１月１冊から施行する。
のとする。（神奈川県犯罪のない安全・安心まちづくl)推巡粂例の一部改正）
‘１知耶は、犯卯被将巻等支援推進計画を定め、又は変更したときは、巡稲なくこ２神奈川県犯罪のない安全・安心まちづくり推巡条例（平成１６年神奈川県条例
れを公災するものとする｡飾閃号）の一部を次のように改正する。
(財政.'二の描慨〉第５章を削る。
鋪９条雛は、犯卯披筈者等支援を推進するために必要な財政上の術侭を鋪ずるよ鋪６章中第32条を第31条とし、鋪33条を鋪32条とする。
う努めるものとする。第６章を第５章とする。
(総合的支扱休刺の整備）第７車中第34条を鋪33条とする。
鋪１０条知耶及び公安委貝会は、民間支援団体と連揺し、及び協力して、犯卯披第７車を第６章とする。
￥f折線がi伽iしている各股の問題について相談に応じ、犯卵被１１謝妙;支援を一体（検討）
となって尖臆するために必要な総合的な支媛体制（吹狐において「総合的支扱体３知蛎は、この条例の施行のｎから起郁して５年を経過するごとに、この条例の
剛」という｡）を雛伽するものとする。施行の状況について検討を加え、その帖采に雄づいて必妥な措腔を蔀ず患ものと
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神奈川県安全防災局安全安心部くらし安全交通課横浜駐在事務所

〒221-0835横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2かながわ県民センター１４階
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